
例年では、少しずつ暖かくなり、明るい印象のある三月ですが、最近流行が心配されている新型肺炎コロ

ナウイルス感染症のせいもあり、気持ちも体力も少し疲れ気味になりますね。風邪、インフルエンザ、新型

肺炎などのウイルス疾患に対する予防には、ウイルスに直接接触しないように注意すること、うがいや手洗

いをすることが大切ですが、まずは自分自身の免疫力がとても重要だと思います。皆さん、十分な休養、睡

眠、栄養を取って、元気を出して、大変な今の時期を乗り切って下さい。こんにちは、院長の喜多です。

さて、前述の新型コロナウイルス感染症は、先月からは、中国のみならず、世界中の 61 か国で広がりを

見せています。（厚生労働省によると、）中国では先月当初の約８倍、約８万人がこれまでに感染し、死者は

約２千８百人に及びます。（3/1現在の）感染者数は、イタリヤ（1128人、内 29 人死亡）やイラン（593

人、内 43 人死亡）、韓国（3736 人、内 17 人死亡）が、特に最近急増しています。 日本では、北海道

（72）、東京（39）、愛知（29）、神奈川（24）以外でも、少しずつ感染者数が増えています。滋賀在住の

感染者の発表はまだありませんが、近隣の京都、岐阜、大阪、奈良、和歌山などでは、感染者数が日々増え

ています。新型コロナウイルスに感染した人は、殆
ほとん

どが無症状か軽症であり、既に回復している人もいます。

また、一度感染して症状が回復後に再び感染する例もあります。一方、症状がなくても感染している可能性

は十分にあります。37度以上の発熱がある場合は、外出せずに自宅で静養することが望ましいようです。 

当院では、患者様に安心して通院して頂けるよう、新型コロナウイルス対策として、アルコール手指消毒

薬を玄関に設置、洗面台で手洗後にペーパータオルを利用、生体に安全でウイルスに効果の高い次亜塩素酸

除菌水®ジアレボを、特に空間除菌とウイルス抑制のために加湿器に利用し、待合室や診療室のいたる場所

の消毒にも使用、スタッフが飛沫防御のシールドを装着、さらに当然ですが、グローブの徹底交換、器具の

徹底消毒など、日々しっかりと取り組んでおりますので、ご理解下さい。 また、感染防止のために、誠に

恐れ入りますが、顔が腫れたり、痛みが大きい場合などを除いては、37 度以上の発熱がある患者様は、お

電話でご連絡頂き、熱が下がるまで、数日間は診療を控えさせて頂きますので、ご協力をお願い致します。 
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